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研究の背景 

Sekimoto Lab. @ IIS Human Centered Urban Informatics, the University of Tokyo 	

公用車等の活用によるビックデータ利活用モデル公用車にセンサーを設置し、GPS、加速度等のデータを取得。 自
治体の業務高度化、市民生活を向上するデータ活用モデルを構築することを目指す。 	

全体像 フィールド 
兵庫県加古川市 加古川市役所 
神奈川県藤沢市 藤沢市役所 	

プロジェクト体制 
株式会社 ゼンリンデータコム 
株式会社 構造計画研究所 
株式会社 日建設計総合研究所 
国立大学法人　東京大学	

稼働率	 リンク速度カバー率 公共施設立ち寄り率	

•  各自治体とも数十～数百台の公用車を保有しており
一定の資産だが、カーシェアリングの活用等の議論も
ある 

 
•  公共施設等総合管理計画（総務大臣がH26に自治体

に策定要請）の中で、公用車も市民サービス、社会基
盤施設の価値を高めるものとして、一体的に考えられ
るとよい 

 
•  日常の公用車のデータから、多様な価値を（ものに

よっては車種別に）計上可能かどうかを見たい。とくに
複数の自治体で比較し、相対的なばらつきがあるか
どうかを検証する 
 

課題と目的 

車両データから「稼働率」「リンク速度カバー率」「公共施設立ち寄り
カバー率」を計上し、それぞれの価値の把握を試み、加古川市・藤沢
市で比較検証する 
	

ü 稼働率  ←  純粋な輸送機能としての価値	
ü リンク速度カバー率  ← プローブカーとしての価値	
ü 公共施設立ち寄り率  ← 点検機能としての価値	

データ収集	 データ蓄積 データ利活用モデル構築 

データ 
収集	

市民サービス向上 

稼働傾向を定量化し業務改善 

スマフォ等のセンサーを公用車に設置 

分析・ 
可視化	

道路パトロール関係のルート 
（平日38日分） 

広い意味のパトロール関係 送迎関係 

藤沢市（対象99台）	加古川市（対象141台）	

藤沢市の車種分類が今
の所、粗い事もあるが、

全体的には加古川市の
方が稼働率が高い	

車種	 平均	
ごみ収集	 7.80%	
スクールバス	 6.40%	
パトロール	 23.21%	
貨物	 13.90%	
共有車両	 21.51%	
公共応急作業者車	 27.72%	
工作車	 8.74%	
広報用	 14.87%	
施設用	 7.14%	
事務連絡用	 11.08%	
乗用	 16.12%	
清掃	 0.17%	
送迎用	 10.57%	
調査用	 7.00%	
道路パトロール車	 31.02%	
連絡車	 9.09%	
平均	 13.21%	

車種	 平均	

ごみ収集	 10.11%	

パトロール	 5.47%	

貨物	 6.68%	

乗用	 6.18%	

平均	 8.46%	
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加古川市 
（DRMリンク数：28,917） 

藤沢市 
（DRMリンク数：25,072） 

時間帯別カバー率	
時間帯別カバー率	

非時間帯別カバー率 
（どの時間帯でも通過

すればカウント）	

非時間帯別カバー率	

台数の違いを加味数すると加古
川市と同程度のカバー率	

加古川市（DRMリンク数：28,917） 

藤沢市（DRMリンク数：25,072） 

*1  訪問回数1位から3位の括弧内の数字は訪問回数 
*2　また、掲載の施設は全施設からランダムサンプルしたもの 
*3   立ち寄り施設は300m圏内に留まっている施設のみを対象	

分類	 所属課名	 業務での主な用途	

訪問回
数のトー
タル	 訪問回数1位の施設名	 訪問回数2位の施設名	 訪問回数3位の施設名	

貨物	 尾上市民ｾﾝﾀｰ	 軽貨物	 7	加古川尾上郵便局(3)	 加古川市消防本部(1)	 加古川市民病院(1)	

事務連絡用	こども課	 事務連絡用	 34	加古川市消防本部(10)	 加古川在宅介護支援センター(5)	あかり保育園(2)	

共有車両	 管財契約課	 共用車両	 105	加古川市消防本部(31)	 加古川在宅介護支援センター(9)	加古川市役所(6)	

乗用	
文化財調査研究セ
ンター	 乗用	 6	

加古川総合文化センター図書館
(3)	 市立氷丘小学校(2)	 加古川市消防本部(1)	

乗用	
市民生活あんしん
課	 乗用	 103	加古川市消防本部(43)	 加古川別府郵便局(19)	 加古川西本町郵便局(10)	

連絡車	 公園緑地課	 事務連絡用	 6	鶴林寺収蔵庫宝物館(1)	 加古川市消防本部(1)	 大阪国税局加古川税務署(1)	

乗用	 管財契約課	 乗用	 12	加古川市消防本部(10)	 加古川市役所(2)	 貞光病院(0)	

共有車両	 管財契約課	 共用車両	 102	加古川市消防本部(25)	
加古川在宅介護支援センター
(12)	 加古川社会保険事務所(6)	

乗用	 介護保険課	 　	 84	加古川市消防本部(21)	
加古川在宅介護支援センター
(17)	 神戸地方法務局加古川支局(7)	

共有車両	 管財契約課	 共用車両	 106	加古川市消防本部(30)	 加古川在宅介護支援センター(9)	加古川市役所(9)	

分類	 所属課名	
業務での
主な用途	

訪問回
数のトー
タル	 訪問回数1位の施設名	 訪問回数2位の施設名	 訪問回数3位の施設名	

貨物	 管財課	 貨物	 61	
藤沢市湘南台文化センターこ
ども館(34)	 横浜地方検察庁藤沢区検察庁(7)	 藤沢公共職業安定所(3)	

パトロール	長後市民センター	
パトロー
ル	 30	北消防署長後出張所(7)	 相模幼稚園(7)	 横浜地方裁判所藤沢簡易裁判所(4)	

乗用	 道路管理課	 乗用	 21	藤沢公共職業安定所(6)	 南消防署(3)	 私立慶應義塾湘南藤沢中等部(3)	

ごみ収集	
藤沢市 南部環境事業セン
ター	 ごみ収集	 85	

藤沢市老人福祉センターやす
らぎ荘(46)	 南消防署本町出張所(17)	 藤沢辻堂新町郵便局(10)	

貨物	 管財課	 貨物	 41	
横浜地方検察庁藤沢区検察
庁(7)	 藤沢市南市民図書館(5)	 横浜地方裁判所藤沢簡易裁判所(5)	

乗用	 六会市民センター	 乗用	 7	藤沢市役所(3)	 県立藤沢工科高等学校(2)	 市立亀井野小学校(1)	

乗用	 道路管理課	 乗用	 14	東京国税局藤沢税務署(4)	 藤沢警察署本町白旗交番(3)	 藤沢公共職業安定所(2)	

ごみ収集	藤沢市興業公社	 ごみ収集	 9	鵠沼めぐみルーテル幼稚園(3)	市立鵠沼小学校(3)	 片瀬山幼稚園(2)	

ごみ収集	
藤沢市 南部環境事業セン
ター	 ごみ収集	 80	

藤沢市老人福祉センターやす
らぎ荘(33)	 藤沢市立小糸保育園(13)	 藤沢市明治保育園(10)	

貨物	 管財課	 貨物	 73	別府病院(8)	 藤沢公共職業安定所(7)	 東京国税局藤沢税務署(5)	

車両データから加古川市・藤沢市の比較 

本研究は、国立研究開発法人　情報通信研究機構におけるソーシャ
ル・ビッグデータ利活用アプリケーションの研究開発「はたらく車プロ
ジェクト～公用車等の徹底活用によるビッグデータ利活用モデルの構
築～」の委託研究の一環で行っています。	

加古川市	

スマホアプリ�OBDⅡ専⽤用端末�

評価対象データ (稼働率・リンク速度カバー率・公共施設立ち寄り率）	
•  対象データ期間 2015/11/9 ～ 2016/01/3 

Ø 対象データ日数 35日	
Ø 土日休日、年末年始(12/30-1/3)は除く	

•  対象時間は、9:00 ～ 17:00 (昼休み時間も含む) 
•  対象公用車：加古川市141台、藤沢市99台	


